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アナログ通信
機器を使う3 機能概要
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アナログ通信
機器を使う3 外からの電話を取りつぐには

（内線転送）
外の相手の方との電話を他の内線電話機に取りつぎます。TEL1ポート、TEL2ポート
（TEL3ポートはTEL2ポートと共用）のどの電話機からも同じ操作で取りつぐことがで
きます。
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お話し中に、外の相手の方に待っていただく





















機能名

アナログ通信
機器を使う3

TEL1ポート～TEL3ポートに接続したアナログ通信機器は、あらかじめ本装置設定済みの
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機能番号

受話器を取りあげます。
「ツー」という発信泂ネ

機能番拷を钃尙ます。ヱ

˞憎

「ツ睠ツ睠ツ睠ツ睠ツ睠ツ睠」という泂

3 3

𩸽憤

正 拗 設 定

「 ツ ー 〔

V俛 43

受話器を 蛾ます。53

“
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受話器を取りあげます。
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アナログ通信
機器を使う3 着信転送設定を行うには

受話器を取りあげます。
「ツー」という発信音が聞こえます。

1





92

アナログ通信
機器を使う3 着信転送設定を行うには

追っかけ転送を設定する

NTTのフレックスホンサービスの着信転送をご契約でなくても、「追っかけ転送先」を登録しておくと、転送
先がお話し中のときに別の相手に取りつぐ（代替転送）ことができます。

［初期値：未登録］
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着信転送とナンバー・ディスプレイについて

*3 破84）°お *3 破2 ）°お
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アナログ通信
機器を使う3 サブアドレス設定を行うには

サブアドレスを利用した着信番号の登録が行えます。
サブアドレスを利用した着信では、外から電話をかけるとき、電話番号に続いてサブアドレ
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受話器を取りあげます。
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受話器を取りあげます。
「ツー」という発信音が聞こえます。

1
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アナログ通信
機器を使う3 ダイヤル完了タイマ設定を行うには

ダイヤル完了後に ボタンを押すとすぐに発信されますが、 ボタンが押されないとき
は、ダイヤルが完了したかどうか(電話番号をダイヤルし終わったかどうか)は、タイマで認
識されます。この時間を設定するのがダイヤル完了タイマです。ダイヤル完了タイマは0～
9秒の間で設定できます。



アナログ通信
機器を使う3 通話時のボリュームを調整するには

通話時のボリューム（受話音量）を2段階で調整できます。［初期値：大］
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アナログ通信
機器を使う3 切断音制御を設定するには

INSネット64から送られてくる話中音や切断後のダイヤルトーンは、一定時間経過すると
停止します。その後、本装置から切断音を流すか、無音のままにするかをTEL1ポート、
TEL2ポート（TEL3ポートはTEL2ポートと共用）ごとに設定することができます。

［初期値：利用する］

受話器を取りあげます。
「ツー」という発信音が聞こえます。

1
、 を押します。

「ツゥツゥツゥツゥツゥツゥ」という音が聞こえます。
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アナログ通信
機器を使う3 INSナンバー・ディスプレイを設定

するには
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アナログ通信
機器を使う3 その他の機能を設定するには

本装置に接続されている電話機から以下を設定することもできます。
・ディスプレイのバックライト設定　・IPアドレス設定用暗証番号
・サブネットマスク設定

ディスプレイのバックライトを設定する
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アナログ通信
機器を使う3 その他の機能を設定するには

IPアドレス、サブネットマスクを設定する

電話機からIPアドレス、サブネットマスクを設定できます。これらの設定をする場合は、先に暗証番号を登録
しておいてください。

［初期値：未設定］

受話器を取りあげます。
「ツー」という発信音が聞こえます。

1
、 、 を押します。
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応用設定

①発信者番号通知（☛P95）

発信するとき、発信者番号を相手の方に通知するかどう

かを選択します。

②機器種別（☛P102）

TELポートの機器種別（HLC）を選択します。

③フッキング（☛P108）

フッキングを有効にするときは「有効」を選択します。

④フッキング代用（☛P108）
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アナログ通信
機器を使う3 コマンドを利用した設定
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アナログ通信
機器を使う3 コマンドを利用した設定

説明
能蝉明











137

ア
ナ
ロ
グ
通
信

機
器
を
使
う

3





139

ア
ナ
ロ
グ
通
信

機
器
を
使
う

3

「cE

D�D���D�&

稀 壢み ▂燓�£À�”



140

アナログ通信
機器を使う3
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機能オプション

BACPを設定する（bacpコマンド）

BACPの実施を止めるときは、「bacp off」
と入力します。

2
conf# bacp off

このコマンドはコンフィグレーションモードで使います。

コマンド入力待ち状態になります。3
conf#
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